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で
売
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
経
済
発
展
著
し
い
い

新
興
国
で
あ
る
二
流
市
場
向
け
の
製
品
を
開
発
し
て
い

る
韓
国
、
台
湾
、
中
国
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
企
業
の
商
品
が

日
本
製
に
と
っ
て
代
わ
っ
て
き
て
い
る
。
日
本
企
業
は

技
術
で
勝
ち
、
販
売
で
負
け
て
い
る
。

筆
者
は
、
約
三
〇
年
前
、
マ
レ
ー
シ
ア
対
日
輸
出
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
お
世
話
し
た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
団
長
は
、「
努
力

と
資
金
が
求
め
ら
れ
る
特
異
な
日
本
市
場
よ
り
、
大
き
な

二
流
市
場
が
世
界
に
あ
る
」
の
で
、
そ
う
し
た
市
場
向
け

に
製
品
を
開
発
し
、
輸
出
を
増
や
し
た
い
と
言
っ
た
。
当

時
、「
日
本
市
場
に
輸
出
で
き
れ
ば
、
ど
の
市
場
で
も
売

れ
る
」
と
う
ぬ
ぼ
れ
、
有
頂
天
に
な
っ
て
い
た
日
本
人
に

は
、
こ
う
し
た
発
想
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
筆
者
は
中
小
企
業
診
断
士
と
し
て
技
術（
頭
の
良
さ
）

を
競
う
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
市
場
を
対
象
に
し
た
製
品
を
開

発
す
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
き
た
。

∧
目
覚
し
い
韓
国
、
台
湾
の
追
い
上
げ
∨

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
円
高
に
よ
り
、
日
本
企
業
は
海

外
に
出
て
い
る
。
日
本
の
経
済
構
造
は
空
洞
化
し
、
企

業
の
脱
国
境
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
に

入
り
、
急
速
な
円
高
（
1
ド
ル=

84
円
前
後
）
は
、
企

業
の
海
外
進
出
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
を
加
速

し
て
い
る
。
購
買
力
平
価
説
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
で
は
現
在
約

四
〇
％
円
高
ド
ル
安
だ
。
日
本
で
は
デ
フ
レ
が
進
行
し
、

物
価
が
安
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
企
業
競
争
力
が
増
し

て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
か
し
二
〇
一
〇
年
の
円

高
に
対
す
る
大
騒
ぎ
は
、
日
本
経
済
の
力
が
衰
退
し
て

い
る
こ
と
を
物
語
る
。
十
五
年
前
と
比
較
し
大
き
く
国

際
競
争
力
が
落
ち
て
い
る
。
こ
れ
以
上
の
円
高
が
続
け

ば
、
韓
国
、
台
湾
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
な
ど
の
東
ア
ジ

ア
諸
国
の
追
い
上
げ
に
あ
い
、
日
本
経
済
は
成
り
立
た

三　

木　

敏　

夫

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
は
雁
行
形
態
的
ア
ジ
ア
観
の
終
焉
か

∧
経
済
と
二
人
三
脚
、
大
学
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
∨

最
近
、
大
学
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
定
員
割
れ

を
避
け
る
た
め
「
就
職
」
へ
の
対
応
を
売
り
物
に
し
て

い
る
。
文
部
科
学
省
が
二
〇
一
〇
年
八
月
に
発
表
し
た

学
校
基
本
調
査
速
報
に
よ
る
と
、
二
〇
一
〇
年
大
学

卒
業
生
の
就
職
率
は
六
〇
・
八
％
で
、
前
年
か
ら
の
下

げ
幅
は
過
去
最
大
の
△
七
・
六
％
だ
っ
た
。
進
学
も
就

職
も
し
て
い
な
い
進
路
未
決
定
者
は
約
八
万
七
〇
〇
〇

人
、
高
卒
も
含
め
る
と
十
五
万
人
近
く
が
行
き
場
が
な

い
。
こ
こ
数
年
、
大
学
三
年
の
秋
か
ら
就
職
活
動
が
始

ま
る
日
本
企
業
の
「
慣
行
」
に
合
わ
せ
て
、
大
学
は
一

年
生
の
時
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
す
る
。
こ
の
結
果
、

大
学
が
目
指
す
十
分
な
教
育
が
実
施
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
お
り
、「
半
製
品
」
と
し
て
の
「
名
ば

か
り
大
学
生
」
を
生
み
出
し
、
現
在
の
雇
用
情
勢
の
冷

え
込
み
と
相
俟
っ
て
、
就
職
で
き
な
い
学
生
を
社
会
に

送
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
日
本
企
業
が
日
本
市
場
向
け

に
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
特
化
し
た
商
品
を
開
発
し
、

世
界
で
売
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
経
済
と

二
人
三
脚
で
日
本
の
大
学
も
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
い
る
。

∧
特
異
市
場
に
な
っ
た
日
本
市
場
∨

こ
の
用
語
は
、
野
村
総
合
研
究
所
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
チ
ー
ム
が
二
〇
〇
八
年
初
め
ご
ろ
か
ら
主
張
し
始
め

ら
れ
た
（
宮
崎
智
彦
『
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
す
る
日
本
の
製

造
業
』
東
洋
経
済
新
報
社　

二
〇
〇
八
年
九
月
な
ど
）。

も
と
も
と
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
南
米
エ
ク
ア
ド
ル
沖
約

一
〇
〇
〇
キ
ロ
の
太
平
洋
に
位
置
す
る
火
山
性
群
島
で

あ
る
。
赤
道
直
下
で
、
太
平
洋
に
孤
絶
し
た
、
し
か
も

厳
し
く
か
つ
外
敵
の
い
な
い
自
然
環
境
の
中
で
ゾ
ウ
ガ

メ
や
イ
グ
ア
ナ
な
ど
の
動
物
の
特
異
な
進
化
を
育
み
、

こ
の
群
島
に
し
か
見
ら
れ
な
い
固
有
種
が
多
い
こ
と
で

有
名
で
あ
る
。
最
近
、
そ
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
と
日
本

経
済
と
大
学
が
似
て
い
る
、
と
よ
く
語
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
日
本
市
場
と
い
う
特
異
な
市
場
は
、
嗜

好
や
品
質
に
う
る
さ
い
、
神
経
質
な
、
し
か
も
あ
る
程

度
の
経
済
・
教
育
水
準
を
も
つ
消
費
者
が
多
い
。
ま
た
、

世
界
に
誇
る
一
流
技
術
が
使
わ
れ
、
多
様
な
付
加
価
値

機
能
を
備
え
た
製
品
を
好
む
。「
世
界
で
も
稀
な
」
日
本

市
場
に
適
応
す
る
よ
う
に
企
業
が
製
品
開
発
を
続
け
、

あ
た
か
も
ゾ
ウ
ガ
メ
や
イ
グ
ア
ナ
と
同
じ
よ
う
に
、
他

の
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
や
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
「
二
流
市
場
」

と
い
わ
れ
る
大
き
な
新
興
市
場
と
は
隔
絶
し
た
製
品
が

進
化
し
、
世
界
市
場
で
通
用
し
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

新
興
国
市
場
で
は
日
本
市
場
が
要
求
す
る
品
質
を
備
え

た
商
品
を
望
ん
で
は
い
な
い
。
ハ
イ
エ
ン
ド
市
場
で
は

な
く
ロ
ー
エ
ン
ド
市
場
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
技
術
で
、

機
能
で
、
デ
ザ
イ
ン
で
優
れ
た
日
本
製
品
が
世
界
市
場
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な
く
な
る
ほ
ど
、
今
回
の
円
高
は
深
刻
で
あ
る
。
ま
た

円
高
を
利
用
し
た
企
業
の
海
外
進
出
と
Ｍ
＆
Ａ
、
経
済

の
空
洞
化
の
進
展
は
避
け
ら
れ
な
い
。

海
外
に
出
か
け
て
す
ぐ
に
感
じ
る
こ
と
は
、
か
つ
て

は
空
港
や
市
内
で
は
日
本
の
家
電
・
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
社
名
が
嫌
と
い
う
ほ
ど
目
に
つ
い
た
。
現
在
は
探
す

の
に
苦
労
す
る
。
サ
ム
ス
ン
、
Ｌ
Ｇ
な
ど
韓
国
家
電
メ
ー

カ
ー
の
社
名
が
痛
い
ほ
ど
目
に
入
っ
て
く
る
。
例
え
ば

ド
ラ
ム
の
売
り
上
げ
世
界
市
場
シ
ェ
ア（
二
〇
〇
九
年
）

サ
ム
ス
ン
三
三
・
六
％
、
ハ
イ
ニ
ッ
ク
ス
二
一
・
六
％
、

エ
ル
ピ
ー
ダ
メ
モ
リ
ー
十
七
・
四
％
、
薄
型
テ
レ
ビ
売
上

高
で
は
サ
ム
ス
ン
二
三
・
四
％
、
ソ
ニ
ー
十
二
・
四
％
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
八
・
五
％
、
携
帯
電
話
で
は
ノ
キ
ア

三
八
・
三
％
に
続
き
サ
ム
ス
ン
二
〇
・
一
％
、
Ｌ
Ｇ

一
〇
・
五
％
が
占
め
、
韓
国
企
業
の
躍
進
と
日
本
企
業

の
退
潮
が
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
。
日
本
企
業
進
出

の
象
徴
で
あ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
の
ソ
ニ
ー
ビ
ル
は
、
サ
ム

ス
ン
に
買
収
さ
れ
、
ソ
ニ
ー
は
撤
退
し
た
。
韓
国
、
台

湾
や
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
な
ど
新
興
国
の
追
い
上
げ
に
よ
り
、

一
九
八
〇
年
代
「
集
中
豪
雨
」
的
に
日
本
製
品
が
欧
米

諸
国
な
ど
に
輸
出
さ
れ
た
時
代
は
終
わ
っ
た
。

∧
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
は
大
学
の
就
職
予
備
校
化
∨

大
学
が
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
す
る
こ
と
は
、
大
学
が
日

本
企
業
の
予
備
校
化
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

日
本
政
府
は
外
国
人
留
学
生
を
増
や
す
計
画
で
あ
る
。

し
か
し
日
本
の
大
学
に
は
、
日
本
で
生
ま
れ
、
日
本

語
を
母
国
語
と
す
る
学
生
し
か
ほ
と
ん
ど
志
望
し
な

い
「
日
本
で
し
か
通
用
し
な
い
商
品
（
学
生
）」
し
か

育
て
て
い
な
い
。「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」
は
大
学
と
学

生
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
で
あ
る
。
大
学
が
予
備
校
化
す

る
こ
と
は
、
日
本
の
大
学
が
日
本
の
企
業
に
就
職
す

る
こ
と
に
し
か
興
味
が
な
い
若
い
人
以
外
に
は
、
進

学
を
検
討
す
る
に
値
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
大

学
で
身
に
つ
け
る
知
識
、
ス
キ
ル
が
日
本
の
企
業
の

ニ
ー
ズ
に
特
化
し
た
も
の
と
な
り
、
国
際
標
準
と
異

な
り
、
国
際
的
に
通
用
し
な
い
学
生
達
自
身
の
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
化
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
の
若
者

は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
し
た
能
力
を
具
備
し
た
学
生
を
育
て
る
こ
と
で

あ
る
。
空
洞
化
に
よ
り
日
本
国
内
に
大
学
生
に
ふ
さ
わ

し
い
仕
事
が
少
な
く
な
り
、
逆
に
規
制
緩
和
の
進
展
に

よ
り
大
学
数
が
増
え
、
労
働
力
の
需
要
と
供
給
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
生
ま
れ
て
い
る
。
大
学
卒
業
生
の
過
剰
で
あ

る
。
同
時
に
、「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」、
日
本
全
体
を
覆

う
閉
塞
感
と
内
向
き
・
地
元
志
向
に
よ
り
、
海
外
で
の

仕
事
、
転
勤
を
敬
遠
す
る
学
生
が
増
加
し
て
い
る
。

日
本
が
文
字
通
り
先
進
国
入
り
し
た
一
九
八
〇
年

代
ま
で
は
、
若
者
は
地
元
の
伝
統
、
習
慣
か
ら
生
ま
れ

た
固
有
の
文
化
や
抑
圧
的
な
人
間
関
係
の
桎
梏
か
ら
逃

れ
る
た
め
、
団
塊
の
世
代
は
親
兄
弟
が
住
む
地
元
を
離

れ
、
就
職
・
進
学
の
た
め
都
会
へ
向
か
っ
た
。
特
に
、

地
元
に
居
場
所
の
な
い
次
男
、
三
男
は
集
団
就
職
、
進

学
を
目
的
と
し
て
地
元
を
離
れ
た
。
し
か
し
、
現
在
、

少
子
高
齢
化
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
地
域
文
化
の
空
洞
化
と
か
つ
て
地
域
が
持
っ
て

い
た
伝
統
的
な
人
間
関
係
の
桎
梏
か
ら
若
者
は
解
放
さ

れ
、
あ
え
て
地
域
・
地
元
を
離
れ
る
理
由
が
無
く
な
っ

た
。
し
か
し
、
新
聞
な
ど
で
は
、
中
国
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
へ
生
産
拠
点
や
販
売
網
の
整
備
を
連
日
報
道
し
て

い
る
。
雇
用
の
空
洞
化
か
進
み
、
就
職
で
き
な
い
学
生

が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
て
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
な

ど
は
新
卒
採
用
者
の
半
分
に
、
外
国
人
を
採
用
す

る
と
発
表
し
た
。
特
に
特
に
中
国
人
留
学
生
の
採
用

が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
ユ
ニ
ク
ロ
や
楽
天
な
ど
は

英
語
を
社
内
公
用
語
と
し
た
。
既
に
、
社
内
で
英
語

を
使
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
経
営
を
進

め
て
い
る
企
業
は
結
構
あ
る
。
日
立
製
作
所
は
、

二
〇
一
二
年
か
ら
事
務
系
採
用
者
全
員
を
海
外
勤
務
、

留
学
・
研
修
も
年
七
〇
〇
人
と
す
る
一
方
、
日
本
に

留
学
し
て
い
る
外
国
人
採
用
比
率
も
同
年
に
一
〇
％

（
二
〇
一
〇
年
三
％
）
に
高
め
る
。
味
の
素
で
は
海
外

子
会
社
で
の
現
地
採
用
社
員
を
幹
部
に
登
用
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
人
事
異
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に

「
ア
ジ
ア
需
要
」
を
内
需
と
し
て
取
り
込
む
た
め
、
ア

ジ
ア
市
場
に
対
応
で
き
る
人
材
を
求
め
て
い
る
。
東

ア
ジ
ア
地
域
に
進
出
し
た
中
小
企
業
で
も
、
脱
国
境

化
に
対
応
し
た
経
営
を
展
開
し
て
い
る
。

∧
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
大
学
の
追
い
上
げ
∨

も
と
も
と
、
学
生
が
大
学
で
本
格
的
に
学
問
に
取

り
組
む
こ
と
の
意
味
は
、
世
界
の
ど
こ
で
も
通
用

す
る
①
普
遍
的
な
知
性
と
知
識
を
獲
得
す
る
こ
と
、

②
普
遍
的
な
真
理
を
探
究
す
る
こ
と
に
あ
る
。
た

だ
、
こ
う
し
た
重
大
な
使
命
を
も
つ
大
学
も
、
大
学

数
の
増
加
に
よ
り
、
教
員
の
質
が
劣
化
し
て
い
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
加
え
て
、
③
少
子
化
で
大

学
経
営
が
優
先
さ
れ
、
教
員
の
給
与
の
切
り
下
げ
、

研
究
費
削
減
に
よ
り
、
教
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

低
下
し
て
い
る
。
学
生
と
同
様
に
、
海
外
に
出
か

け
研
究
を
す
る
教
員
も
少
な
く
、
米
国
で
の
技
術

系
博
士
号
取
得
者
数
で
は
、
日
本
は
中
国
、
韓
国
・

台
湾
な
ど
に
大
き
く
引
き
離
さ
れ
て
い
る
。
大
学
教

員
と
学
生
が
手
を
携
え
て
、
大
学
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化

を
推
し
進
め
て
い
る
。

（
次
の
ペ
ー
ジ  

下
段
に
つ
づ
く
）
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マ
レ
ー
シ
ア
国
民
大
学
の
教
員
は
大
学
の
世
界
ラ
ン

ク
を
気
に
す
る
。
大
学
の
世
界
ラ
ン
ク
に
気
を
と
め
る

大
学
教
員
が
日
本
に
ど
れ
だ
け
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
に
お
い
て
、
世
界
の
相
互

依
存
関
係
が
密
接
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
大
学
な
ど

の
高
等
教
育
機
関
の
使
命
は
、
時
代
は
変
わ
っ
て
も
普

遍
的
な
知
性
と
知
識
を
獲
得
し
、
普
遍
的
な
真
理
を
探

究
す
る
こ
と
以
外
に
あ
る
は
ず
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

日
本
の
大
学
は
、
自
ら
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
、
ま
た
学
生

に
対
し
て
も
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
を
押
し
つ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
普
遍
的
な
知
性
の
涵
養
と
真
理
の
探
究
と
い

う
使
命
を
放
棄
し
て
い
る
。
形
だ
け
の
国
際
交
流
、
研

究
業
績
と
就
職
活
動
支
援
が
学
生
集
め
に
宣
伝
さ
れ
る
。

必
要
な
こ
と
は
学
生
の
主
体
性
と
自
主
性
を
引
き
出
し
、

「
学
ぶ
」
楽
し
さ
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

∧
多
様
な
価
値
観
と
人
権
を
尊
重
す
る
大
学
へ
∨

普
遍
的
な
知
性
と
知
識
を
獲
得
し
、
日
本
、
外
国

を
問
わ
ず
に
仕
事
が
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
大
学
（
生
）
と
な
れ
ば
、
真
理
を
探
究

す
る
大
学
の
社
会
的
使
命
を
果
た
し
な
が
ら
、
就
職

問
題
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

円
高
な
ど
を
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。
大
学
の
就
職
予

備
校
化
と
経
済
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
を
避
け
る
た
め
に
、

敗
戦
後
、
学
ん
で
き
た
米
国
式
民
主
主
義
を
土
台
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
に
大
学
教
育
は
、

多
様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
、
人
権
を
尊
重
す
る
大

学
に
生
ま
れ
変
わ
る
必
要
が
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば

東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
日
本
を
先
頭
と
し
た
雁
行

形
態
的
経
済
発
展
は
終
焉
す
る
。

（
み
き  

と
し
お　

札
幌
学
院
大
学
教
授
）

住
宅
購
入
か
賃
貸
か
、
中
国
の
都
市
の
中
間
所
得
層

の
多
く
が
抱
え
る
悩
み
で
あ
る
。

中
国
で
は
政
府
の
相
次
ぐ
住
宅
価
格
抑
制
策
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
住
宅
価
格
は
高
止
ま
り
の
ま
ま
で
あ
る
。
北
京
市

で
は
郊
外
（
四
環
路
の
外
側
）
で
も
一
㎡
当
り
の
住
宅
価
格

は
一
～
二
万
元
（
一
元
は
約
十
二
・
五
円
）
が
相
場
で
あ
り
、

六
〇
㎡
規
模
の
小
型
住
宅
で
も
六
十
万
元
は
す
る
。
こ
れ
は

二
〇
〇
九
年
の
都
市
労
働
者
の
平
均
賃
金
三
万
二
千
二
百

元
の
約
十
九
倍
で
あ
る
。
同
規
模
の
賃
貸
住
宅
の
月
額
家
賃

は
二
千
三
百
元
程
度
と
い
わ
れ
る
が
、
平
均
的
所
得
層
で
は

手
元
に
四
百
元
ほ
ど
し
か
残
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
中
国
で
は
最
初
に
住
宅
を

購
入
す
る
平
均
年
齢
は
二
十
七
～
三
十
歳
（
男
性
）
と

低
い
。
住
宅
所
有
を
結
婚
条
件
の
一
つ
と
す
る
新
し
い

社
会
的
風
潮
も
一
因
で
あ
る
が
、
共
稼
ぎ
が
普
通
な
う

え
、
多
く
の
場
合
両
親
が
頭
金
か
そ
れ
以
上
の
も
の
を

支
援
し
て
く
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

平
均
的
所
得
層
が
家
族
の
資
金
的
協
力
な
し
で
持
ち

家
の
夢
を
叶
え
ら
れ
る
状
況
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

主
要
七
〇
都
市
の

不
動
産
価
格
の
上
昇
率

は
、
二
〇
〇
八
年
に
は

下
降
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
政
府
の
大
型
景
気

刺
激
策
の
実
施
に
伴
っ

て
、
二
〇
〇
九
年
六
月

か
ら
は
反
転
し
再
び
上

昇
し
始
め
て
い
る
。

二
〇
一
〇
年
に
は
三
月
十
一
・
七
％
、
四
月
十
二
・
八
％

と
二
桁
台
の
上
昇
を
記
録
し
て
い
る
。

不
動
産
価
格
の
急
上
昇
は
、
実
需
を
伴
わ
な
い
投
機

的
取
引
の
増
加
が
主
要
因
と
み
ら
れ
て
い
る
。
大
都
市
に

お
け
る
投
機
性
取
引
の
件
数
は
、
二
〇
〇
九
年
末
に
は

五
％
程
度
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
年
三
、四
月
頃
に
は

三
〇
～
四
〇
％
に
増
加
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（『
人

民
日
報
』
二
〇
一
〇
年
六
月
三
日
付
）。
そ
の
他
、
外
資

の
不
動
産
業
へ
の
参
入
も
一
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
一
〇
年
一
～
十
月
の
外
資
導
入
額
（
実
行
ベ
ー
ス
）

は
、
前
年
同
期
比
十
五
・
七
％
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
た
が
、

将
来
の
元
高
を
見
越
し
た
外
資
の
不
動
産
へ
の
投
資
は

同
四
八
・
〇
％
の
大
幅
な
増
加
で
あ
っ
た
。

急
激
な
不
動
産
価
格
の
上
昇
に
対
応
す
る
た
め
、

二
〇
一
〇
年
四
月
、
中
国
政
府
は
相
次
い
で
二
本
の
通

達
を
出
し
た
。
そ
こ
で
は
住
宅
購
入
時
の
頭
金
の
引
上

げ
（
二
軒
目
は
五
十
％
以
上
）
や
二
軒
目
以
上
に
対
す

る
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
の
引
上
げ
な
ど
が
通
達
さ
れ
、
各

地
方
政
府
も
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
規
定
を
公
布
し
た
が
、

不
動
産
価
格
の
上
昇
率
は
七
月
一
〇
・
三
％
、
八
月
八
・

六
％
、
九
月
九
・
一
％
と
横
ば
い
状
況
で
推
移
し
て
い
る
。

二
〇
一
〇
年
十
一
月
に
は
イ
ン
フ
レ
抑
制
を
目
的

に
、
銀
行
金
利
の
引
上
げ
（
一
回
）
と
銀
行
預
金
準
備

率
の
引
上
げ
（
二
回
）
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り

一
部
中
小
不
動
産
の
資
金
繰
り
が
厳
し
く
な
っ
た
こ
と

や
取
引
量
の
減
少
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
取
引
価
格

に
は
ま
だ
大
き
な
変
化
は
表
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

政
府
は
不
動
産
価
格
抑
制
策
の
継
続
を
明
確
に
し
て
い
る

が
、
切
り
札
と
も
言
え
る
金
融
引
締
策
は
、
景
気
の
後
退
を

招
く
だ
け
に
慎
重
な
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
小
林
煕
直
・
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

中
国
・
住
宅
価
格
の
上
昇
を
抑
え
ら
れ
る
か
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